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は じ め に
日本人は刺身・生レバーなどナマモノが元来好きな国民であり，21世紀の
現在でも食中毒事故が絶えない。あえてナマモノを食べるケースのみではな
い。本来熱処理するはずのものを口にすることもある。事故発生にいたらなく
ても，調理過程で本来熱処理すべきであるにもかかわらず，それを忘れた食材
を用いた商品を販売したとの報道に接することもある。例えば，2015年2月
の新聞各紙によると，名古屋で恵方巻の食材に用いる豚肉が生のままであった
商品を販売したという。
日本の環境衛生状況は半世紀前と比べると大いに改善され長足の進歩をみて
いることは論を俟たないが，これらの食品衛生の件は，いわゆる環境衛生問題
とは別の次元でとらえるべきものである。
＊）松山大学薬学部生体環境系薬学講座感染症学研究室
＊＊）松山大学薬学部生体環境系薬学講座衛生化学研究室
＊＊＊）明海大学歯学部病態診断治療学講座薬理学研究室
ナマモノにはすべて警戒心が必要であるが，いわゆるゲテモノ（下手物）の
ナマは極めて危ない。感染すれば取り返しのつかなくなる寄生虫感染も起こり
うる。ゲテモノでは全く食の安全が確立していないといえる。しかし，世は
“創作料理”とかで，これまで用いられなかった意表をつくようなナマ料理な
いしは，極めて珍しい食材の刺身が一部の人々であろうが受けている。
今回，ヘビ・カエルの肉を生食することにより感染して迷入部位によっては
失明・脳障害をもたらしかねないとされるマンソン孤虫（マンソン裂頭条虫の
幼虫を指す）に着目する。この感染は現在の日本でも決して稀でないが，海外
でも恐ろしい感染症のひとつとされる。関係の国と地域を訪れる際にはくれぐ
れも気をつけるべきであろう。
以上のような背景があって本虫に関する詳細な情報を総括的に認識しておく
ことは現代の日本の社会に有益と考えられ今回の基礎研究を実行した。
材 料 ・ 方 法
マンソン孤虫すなわちマンソン裂頭条虫 Sparganum mansoni の幼虫およ
び関連の事柄に関する文献・成書・著作論文・学会発表等の範囲で調査した。
特に，臨床系の寄生虫学会の発表に注目した。参考・引用文献の1～66）など，
多種多様の情報源を中心に調査した。とりわけ文献の29）を参照した。本論文
で特に重視する文献は以下の本文中にも番号を記した。テキストにより専門用
語や大きさの表記が異なることもあるが，定評ある教科書『図説人体寄生虫』6）
に準拠した。
結 果 ・ 考 察
Ⅰ．寄生虫 parasite の分類におけるマンソン裂頭条虫の認識
世界には実に多種多様の寄生虫がいるが，動物たちに寄生するがヒトには寄
生しないものも多い。逆にヒトにのみ寄生するものもある（厳密には類人猿へ
の寄生の可能性も含まれる）。
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数々の虫種を含んでおり，寄生虫とはそれらの総称となっているので分類的
な把握がまず重要である。
ヒトの皮膚表面を侵すダニ・シラミの類を外部寄生虫ということがある。現
在，マダニが媒介するウィルス疾患が愛媛県でも問題となっている。マスコミ
を通して我々の日々知らされるところではあるが，ここではとりあえずこれら
の外部寄生虫以外で，人体内に寄生する寄生虫に注目し考察する。
いわゆる内部寄生虫は，唯一つの細胞か又は多細胞から成り立っているかで
2グループに大別される。
前者は顕微鏡でなければ判らないいわゆる「寄生原虫」（parasitic protozoa）
である。これにはさらに4通りの種類がある。
鞭毛虫類：この例としてよく知られたものに，性行為で感染する膣トリコモ
ナスがあげられる。
根足虫類：赤痢アメーバ（細菌の赤痢菌とは全くの別の病原体）などがあげ
られる。
胞子虫類：蚊（か）に刺されて感染するものにマラリア原虫がある。非衛生
的な状態の食品や水から感染する例ではクリプトスポリジウムがある。
繊毛虫類：これに分類されるのは大腸バランチジウムのみである。
後者は，成虫なら肉眼でも存在が判るいわゆる「寄生蠕虫」（parasitic
helminths）で，更に次の3つのグループに分類される。
その1つ目は線虫類 nematodesである。食品から感染するものが多い。例
えば重要な虫種として回虫，26）旋尾線虫，28）アニサキス，30，59）ギョウチュウ，62）広東
住血線虫，18，66）剛棘顎口虫，23）がある。線虫の中には糞線虫のように経皮感染する
ものもある。
2つ目は吸虫類 trematodesで，昔はジストマと呼ばれた。いわゆる肝ジス
トマ，肺ジストマは現代では学問的には肝吸虫，19，57）宮崎肺吸虫65）・ウェステル
マン肺吸虫，21，63）と呼称される。これらの3つに加え，横川吸虫，22，58）棘口吸虫，25）
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肝蛭31）も重要な虫種である。
3つ目は条虫類 cestodesである。これはいわゆるサナダムシ（真田虫）の
ことであるが，現代の寄生虫学会では「条虫」なる用語が使われる。日本海裂
頭条虫，20）広節裂頭条虫，56）マンソン裂頭条虫，29）無鉤条虫，24）有鉤条虫，27，55）アジア
条虫51）が代表例である。
この条虫は更に表1に示すように，擬葉類 pseudophyllidea（マンソン裂頭
擬葉類 pseudophyllidea 円葉類 cyclophyllidea
必要な中間宿主 第一および第二の2段階 第一段階のみでよい
中間宿主内の幼虫名 第一中間宿主内ではプロセルコイド
（procercoid, 漢字名：前擬尾虫）
第二中間宿主内ではプレロセルコイ
ド（plerocercoid, 漢字名：擬充尾虫）
囊尾虫（cysticercus，システィセル
クス）
擬囊尾虫（cysticercoid，システィセ
ルコイド）
包虫（hydatid，ヒダチド）
共尾虫（coenurus，ケヌルス）のう
ちいずれかである。
成虫頭部（頭節）の構
造
溝の構造（吸溝）がある。吸盤や小
鉤はない。
4個の吸盤がある。小鉤をもつ種も
ある。
成熟した体節の横径・
縦径
横径が縦径よりも長い傾向 縦径が横径よりも長い傾向
子宮と虫卵の産出；ヒ
ト排出糞便内における
虫卵の分布
子宮の孔から逐一産出；それゆえ糞
便内に比較的均等に虫卵が分布する
ので，検便が価値ある検査方法であ
るが，マンソン裂頭条虫幼虫の感染
しているヒトに関しては例外を除き
無意味である（もちろんイヌ，ネコ
などでは価値がある）。
盲端の構造をなす子宮の中に虫卵が
充満し，その子宮が弾けて産出；不
均等な分布となる。それだけに検便
の価値がさほど高くないとされつつ
も実践される。虫卵の観察は寄生虫
種の同定に有益である。
糞便内の虫卵の形態 卵蓋（らんがい；虫卵を覆うフタの
こと）あり，内容物は未成熟（1個
の卵細胞と数個の卵黄細胞からな
る）マンソン裂頭条虫虫卵はイヌ，
ネコなど成虫が寄生する哺乳類の排
泄物に見出されることがあるが，成
虫の感染しないはずのヒトでは極め
て稀である。
卵 蓋 は な く，内 容 に 六 鉤 幼 虫
（hexacanth embryo，または hexacanth
larva）が認められる。
具体的虫種の例
松大論集等で紹介の種，
およびその他の重要な
もの
日本海裂頭条虫，広節裂頭条虫，マ
ンソン孤虫（マンソン裂頭条虫の幼
虫名），大複殖門条虫，芽殖孤虫（成
虫は今日でも不明）
有鉤条虫，無鉤条虫，アジア条虫，
小形条虫，縮小条虫
表1．擬葉類条虫と円葉類条虫の違い
太字部分がこの寄生虫に直接関係した大切な部分である。
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条虫はこのグループに属する）と円葉類 cyclophyllideaの2つのグループに大
別される。
Ⅱ．マンソン裂頭条虫の概要
【学 名】
種々の表記（同種異名）があるが，主要なものは次のもので，本論文ではこ
れらに関する文献を参照した。
Sparganum mansoni
Diphyllobothrium mansoni, D. erinacei
Spirometra mansonoides（アメリカ合衆国で見出されている種はこれと
考えられている）
今後分子生物学的解析が進んで従来の形態・病理等とは別の視点から本虫の
種 speciesは細分化される可能性があるが，本論文では Sparganum mansoni
を採用している。
【分布と歴史】
明治時代（1881年），外国人教師 Scheubeが日本（京都）で本幼虫を見出し，
1884年ドイツの寄生虫学の大御所 Leuckartがこれを命名記載した。これは世
界で初めて発見された寄生虫種かと思われたが，実はMansonが1882年中国
で同一種の幼虫を見出し1883年に命名記載していた。幼虫体を見出したのは
Scheubeが先であるが，命名記載はMansonが先であった。国際規約による先
取権は，より早く論文で公表したMansonに与えられる。6）
一般的にいわれている本虫の地理的な分布は日本・韓国・中国・台湾・極東
アジア・東南アジア（タイ・ベトナム），アメリカ合衆国南部などである。北
海道では患者発生数はいまのところわずかであるが，動物間で本虫のサイクル
の回っている可能性が指摘46）されているので警戒する必要がある。
ヒト患者からこの幼虫が回収されたが，成虫が何であるのか不明であった明
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治時代，この幼虫のみがとりあえず注目されていた。つまり親虫がわからない
ことから，その幼虫は“孤虫”と呼ばれていた。その後（1916年，大正5年），
ヒトから得られた幼虫を実験的にイヌに与えて成虫が得られたので，親虫が明
らかとなった。6）イヌ科・ネコ科動物たちを中心とした動物たちの腸管にこの成
虫が広く存在することも確認されるようになった。この時点で，“～孤虫”で
はなくなった。
“マンソン孤虫”とはマンソン裂頭条虫の幼虫の親が何であるか不明だった
時代の古くて合理性を欠く用語であるとの批判もあるかもしれない。5）しかし，
長年言い習わされた表現であるマンソン孤虫なる学術用語が寄生虫学会におい
て，21世紀に入ってから年数を経た現在でも用いられている。親虫が特定さ
れてから100年も経過した今日でも医学部の教科書で“マンソン孤虫”なる表
国・地域 特 記 事 項
日本（北海道でも発生） 日本ではヘビを生食する者またはその生き血を愛飲す
る者の間で度々感染が見られる。例えば，東京下町地
区，関東近県等にあるヘビ料理店は知見情報をもとに
十分気をつけていると思われるが，常連客から「今日
は是非ともヘビの生肉とか生血を」と切望されたら対
応に苦慮するであろう。
韓国 山間部でヘビを半生で食べることで感染することもあ
るという。今から25年前以前のことで現在は不明（崔
教授私信）
中国 1882年，中国アモイで中国人の剖検により幼虫体を
見出したのが最初である。6）
台湾 今から20年以上も前であるが，台北においていわゆ
るヘビ屋街で路行く人々に大きなヘビから滴り落ちる
生き血を酒で割って配っている場面を牧 純は目撃し
たことがある。
東南アジア（タイ・ベトナム等） 眼が腫れるとカエルの肉片を局所に貼付する民間療法
が行われる。ヘビ・カエルを生か半生で食べる。井戸
水，川水を飲んでケンミジンコから感染することもあ
りうる。
アメリカ合衆国 別種 Spirometra mansonoides の可能性もある。
表2．マンソン孤虫症の国内外における分布（可能性も含めて）
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記をふつうに見かける。
“～孤虫”と呼ばれるものは他にもある。いわゆる芽殖孤虫 Sparganum
proliferum がそれである。学名の種名 proliferum は増殖 proliferationを意味して
いる。すなわち life（生命）の pro前向きの意味合いである。今日でもこの成
虫は不明で，文字通り「孤虫」である。世界的に症例は少ないが寄生虫学の成
書には昔から記載がある。世界で14例のみでその半数は日本で見出された。
この事実は，そもそも日本に多くが分布しているのか，はたまた関心をいだい
ている研究者が日本に多いのかは不明である。これが人体内で増殖すると致命
的となる。体質によるのか，他に要因があるのかは症例が少なく統計的な解析
は進んでいない。ただし，ミトコンドリア遺伝子の DNAレベルの分子生物学
的な研究の試みはあり，その結果この孤虫は裂頭条虫科に属するが，日本海裂
頭条虫やマンソン裂頭条虫とも異なるものであることが明確になっている。17）
【生活環と生活史】
少数の例外はあるが，この幼虫はヒト体内では成虫になれない。イヌ科，ネ
コ科，イタチ科の諸動物，アライグマ，ジャコウネコなどの腸管に成虫が寄生
しており，それら宿主動物の糞便中に虫卵を排出する。虫卵が水に入ると卵内
にコラシジウムができる。この虫卵から遊出したこの幼虫は淡水産ケンミジン
コ類に経口侵入し，その体腔にてプロセルコイド（procercoid，前擬尾虫）と
呼ばれる幼虫となる。このケンミジンコなどが今度はカエル（オタマジャクシ
も），ヘビなどに食べられて，プロセルコイドはその尾胞を失い，宿主腸壁を
通って，体腔に入り，皮下・筋肉などでプレロセルコイド（plerocercoid，擬充
尾虫）と呼ばれる幼虫になる。カエル・ヘビ以外に，アヒル，ニワトリ，キツ
ネ，イタチ，幼ネコ，ブタ，イノシシ，ネズミ，サル，ヒト6）にもプレロセル
コイドの寄生が見られることがある。
表1にあるように，マンソン裂頭条虫は条虫のなかでも擬葉類に属する種で
あるゆえ，2段階の中間宿主を必要とする。主として，第一段階の中間宿主
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（いわゆる第一中間宿主）はケンミジンコ，第二中間宿主はカエル，ヘビ等で，
終宿主はイヌ，ネコなどにより生活史のサイクルが自然界で回っている。
中間宿主カエルに関する調査結果がある。熊本県のウシガエル（食用蛙）249
匹中，その43％にプレロセルコイドが見つかっている（磯部，1979）。5）
カエルを食べるシマヘビなどの皮下に白い筋のような幼虫プレロセルコイド
が累積した結果，びっしりと付着していることがある。
本虫幼虫の寄生したヘビ・カエルを農家の庭先などでニワトリに与える光景
は，1950年代の日本では決して珍しいものではなかった。現在でも国と地域
によっては同様なことが行われる。そのようなニワトリの筋肉内にやはりプレ
ロセルコイドが寄生し，ヒトがその鶏肉を生食すると，更にヒトに感染し体内
にプレロセルコイドが寄生する。
このような“役割”を果たすニワトリのことを専門用語で「延長中間宿主」
（又は待機宿主，待期宿主とも記す。英語では paratenic host）と呼んでいる。
感染ルートを考察する上でこの用語は大切な概念となる。ヒトがヘビ・カエル
を食さなくても，中間宿主の延長的な役割を果たすニワトリを介してヒトにも
感染する。プレロセルコイドの感染しているカエルをヘビが丸呑みすることも
あり，その際ヘビも「延長中間宿主」（又は待機宿主，待期宿主）としてヒト
への感染源となりうる。
ヘビ，カエル，ニワトリの生肉か不完全な熱処理の肉をヒトが食べて，その
中にいる幼虫プレロセルコイドが経口感染する。この幼虫はヒトではめったに
成虫とならないが，稀ながらヒト腸管に成虫が寄生していたという症例報告が
ある。6，43）
この幼虫の寄生により，ヒト患者の皮下のいろいろなところでコブのような
ものを形成して大きな病害作用をもたらす。さらに侵入箇所によっては，陰囊
手術が必要となることもあるし，また失明するなど厄介なことになりうる。
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【形態】
成虫－長さはせいぜい1mから極めて長くても2mぐらいである。頸部よ
り後部は後ろにいくにつれて成熟度が増す。これらは順に未熟体節，成熟体
節，受胎体節，老熟体節である。
最後尾付近の老熟体節は切れ易い。体幅は後部ほど幅広で0．5～1cmぐら
いとなる。扁平でひょろ長い形状から条虫はドイツ語では Bandwurm（複数形
Bandwürmer），英語で tapewormまたは ribbonwormとも呼ばれるが，この条虫
もその典型である。それぞれの体節は横に長く縦方向に短いので，虫体全体と
して体節数の合計はかなり多く1，000ぐらいに達する。
この条虫の「頭節」と呼ばれる頭部には裂け目（専門用語で「吸溝」という）
がある。これは広節裂頭条虫と同じく擬葉類（表1）に属する条虫に共通の特
徴である。
他の条虫と同様に成熟した各体節には雌性の生殖器官と雄性の生殖器官の両
方が認められる雌雄同体である。子宮は体節の中央にあり，簡単な螺旋状に巻
く。陰茎，膣，子宮が別々に体表に開いているので合計3個の孔が体表に見ら
れる。虫卵は成虫の産卵門から逐一産出されるので，終宿主の糞便中おける虫
卵の分布はかなり均等である。検便の価値も高いが，これは医学よりは獣医学
の領域である。
虫卵－成虫から逐一排出される。この虫卵は近縁の広節裂頭条虫卵とは光学
顕微鏡レベルで区別がつく。この虫卵の色は淡黄色～茶色，こげ茶色，形は両
端がやや尖った丸型で左右非対称，大きさはおよそ60µm×30µmで，糞便中
に排出される時には卵内にまだ幼虫が認められない（その内容は卵細胞と卵黄
細胞である）。走査電子顕微鏡で卵表面を観察すると大小のくぼみが無数に確
認される。5）
人体に寄生する幼虫（幼裂頭条虫）－カエル・ヘビから人体に寄生した幼虫
は乳白色，扁平，ひょろ長い紐状で横皺がある。長さは数 cmから1m近いも
のまで千差万別である。
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【症状】
［成虫の人体寄生のケース］本来成虫はイヌ・ネコの腸管に寄生する。子猫に
は幼虫が寄生することがあるという。2）もし，例外的にヒトで成虫となると当然
ながら消化器症状（下痢，腹痛，不快感など）をもたらす。
幼虫がヒトに感染し免疫力・感受性などの体質の関係で成虫にまで成育した
例は，全国でせいぜい数10例といわれているが正確にはわからない。山浦ら
（2002）によるミニレビューがあるが，日本で14例，韓国，中国でもあるとい
う。43）
［幼虫の人体寄生のケース］有鉤条虫の場合はヒトに取り込まれた虫卵が孵化
して現れた幼虫がヒトの体内各処，時に脳に移行するが，このマンソン裂頭条
虫の場合はその虫卵のヒトへの経口感染が起こらない。この点では両者は互い
に異なる。しかしマンソン裂頭条虫の場合は，ヒトが湖などで遊泳中に口から
第一段階の中間宿主ケンミジンコ（その中にプロセルコイド procercoid前擬尾
虫という幼虫が寄生している）を取り込んで，次の段階の幼虫プレロセルコイ
ド（plerocercoid擬充尾虫）が感染者の皮下を移動し時に脳にまで寄生するこ
とがある。幼虫の脳寄生が起こりうる点では両者は共通している。
よくあるヒトへの感染ルートは既にこの幼虫プレロセルコイド（plerocercoid）
を含んでいるゲテモノからの感染である。第二中間宿主のヘビ・カエルまたは
ニワトリの生肉を口にしてから感染する経路である。
まず，感染幼虫がヒトの消化管壁を貫くことにより腹痛に悩まされる。これ
が皮下に移動すると痛みを特に伴わない遊走性限局性皮膚腫瘤が認められる。
痛みは特に感じないので，無痛性遊走性限局性皮膚腫瘤といわれることがある
が，移動部位によっては眼瞼がはれ上がったり，腹腔に著しい痛みを起こした
り，尿道壁に寄生して排尿困難等々さまざまな厄介な症状が現れる。8）
このようにヒトは第二中間宿主の役割を延長させるような一種の“延長中間
宿主”であるが，ヒトが現実に次の感染に与ることはない。太古より，そのよ
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うなヒト感染者がトラに襲われトラの腸管に成虫が寄生することは理論的には
ありえたと推測される。29）
プレロセルコイドが皮下にいれば比較的見つけやすい。堀尾 修ら44）は，腋
窩部皮下に発症したマンソン孤虫症の1例を報告している。すなわち10年ほ
ど前から鶏肉の刺身，スッポンの生き血を好んで摂取していた患者の皮下腫瘤
から15cm×1mmのプレロセルコイドを外科的に取り出している。
この幼虫が筋肉内等，体表面に近くに寄生するのでなければ見逃されること
もある。幼虫が脳や眼に移行すると取り返しのつかない精神障害，失明をもた
らしかねない。脳内寄生例は海外で28例，日本で5例の報告がある。6）1980年
代に感染患者の頭に開頭手術を施し，虫体を摘出した症例の紹介もある。15）文
献36）のような報告にあるように，陰囊内に幼虫が侵入・寄生し，それを取り
除くこともある。
Ⅲ．社会・経済損失とその予防
【社会・経済損失】
社会・経済損失は決して小さくない。特に痛みを自覚しない皮下寄生の程度
であれば，まだ仕事も可能であるが，すぐさま手術をうけるのが望ましい。迷
入する臓器によっては大変厄介なことになりかねない。特に，頭に迷入して寄
生した場合は大変である。全体としてグレードは1～2と考えられる。
【予防】
一次予防＝感染回避
その予防には，衛生状態のよくない国・地域で水を飲まざるを得ないときは
必ず沸かして飲むこと。これはケンミジンコからの感染予防である。
ペットボトルの水だからといって安心できないのが非衛生的な国と地域であ
る。要は感染しているケンミジンコの混入もありうる。次に引用するのは NHK
ラジオ「ビジネス英語」（2015年2月25日）の中の会話である（ゴシックは
Sparganum mansoni 幼虫感染の危険性，
社会・経済損失および予防対策に関する基礎研究 155
本論文筆者）。
「…国によっては，ボトル入りの水でも信用できません。私はいつも，
ボトルの封印を確かめます。時々，ボトルが再利用されて，水が再度つめ
られているのです。精製されていない水道水を飲んでいることもありま
す。私はつらかった体験から言っているのですよ。…」
“... In some countries, you can’t trust bottled water. I always check the seals
on bottles. Sometimes they’ve been recycled and refilled. You could be
drinking non-purified tap water. I speak from bitter experience. ...”
ヘビ，カエル，ニワトリ等の肉の生食を慎むことも当然絶対的に重要であ
る。上述のようにニワトリも問題となりうる。そのようなニワトリは文字通り
農家の庭先で飼っていて，餌にヘビ，カエルを与えている。しかし，現在のト
リサシは，少なくとも日本のそれは大抵養鶏場からの食材を用いているので，
感染の確率は極めて小さい。
理論上は十二分に熱の通った料理なら感染の危険はないはずである。しか
し，ゲテモノ食い（イカモノ料理）は如何なる場合でも回避するのが得策であ
る。料理の過程でどこかに紛れ込むことすらありうる。例えば，ごく普通の野
菜サラダなどである。
感染予防には，ヘビ・カエルなどの生食を慎むことが絶対的に重要である。
本虫の感染回避のためにも，これは論議の余地がない。ヘビ料理専門店ではナ
マモノに気をつけたい。マムシ，ヤマカガシ，シマヘビ，アオダイショウのい
ずれも生食は危険である。生き血も絶対に飲むべきでない。
ハブにもこの幼虫が寄生していないか懸念されるが，今回の調査で文献確認
できなかった。沖縄県でハブ生息の島はネズミ又はカエルのいる島といわれて
いる。そのようなカエルが感染ケンミジンコを摂取しているか否かも疑問であ
る。生活環の維持にハブがイヌ科・ネコ科等の動物たちに食われることがある
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かどうかも含めて，この関心事は総合的に考究してゆく必要がある。いずれに
してもハブの生食，生き血を飲むことは食品衛生上しないほうがよい。
さらに，国と地域によっては残念ながら残っている“カエルの生肉を傷口や
目に当てる民間療法”は百害あって一利なしであると認識し，やめるべきであ
る。このルートによる感染（一種の経皮感染）が報告されているからである。
飲酒で気の緩む時とか，海外旅行の多忙さゆえ食衛生上のポイントを忘れた
時も危ない。“仲間皆が食べることだから怖くない”は実に怖い。
個人としての予防・環境衛生上の対策を念頭に最後大切なことをひとつ述べ
る。十二分の啓蒙活動が大切で，その幼虫は全身の皮下，さらに脳にも移行す
ることを周知徹底させるべきである。
二次予防＝早期診断・早期治療
［幼虫感染の診断］幼虫が這う様子を診察医に伝えることである。これが最も
大切な早期発見のポイントである。イカモノの摂取後，早いと10日目ぐらい
から症状が出る。6）何か皮膚の下を這うものがあるなぐらいの軽い認識で，10
年以上が経過した症例もある。近医受診するも“脂肪腫”といわれ，放置して
いた例もある。40）
受診の際，ゲテモノ（イカモノ料理）に関する食歴があれば担当医に明確に
伝えることも大切である。この幼虫は皮下等体内の各所へ移行する。稀ではあ
るが脳への侵入もありうるので，なるべく早く受診するように心がけねばなら
ない。
体内各所の皮下に幼虫体が移行すると指の爪程度の大きさの腫瘤が出来る。
幼虫体が脳や眼に移行すると癲癇，痙攣，精神障害などの大変厄介な症状を呈
する。6）ただし脳腫瘍との鑑別診断をしたうえで適切な処置が必要となる。本幼
虫を取り出して，最終的な確定診断が行われるが，血液検査で白血球の一種で
ある好酸球の割合が高まることでもこの寄生幼虫等（少なくとも何らかの寄生
虫）の感染の可能性が疑われる。
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［成虫の同定］ヒトでの成虫寄生は稀であるが，起こり得ないわけではない。
まず消化器障害が見られる。成虫感染の有無は宿主の検便で可能である。爪楊
枝の先に少しだけ（約1mg）直接検体の糞便をスライドグラスに塗りつける
方法で特徴ある虫卵を見出す。イヌ，ネコでは珍しくないが，ヒトに成虫が寄
生して検便で虫卵を見出すことは極めて稀である。ヒトでは肛門よりひょろ長
い虫体の出てくることがむしろ見つかりやすいといえる。この体節の形態観察
により同定できる。
［成虫の駆虫］上述のように，ヒトに感染した幼虫が稀ながら成虫にまで発育
することがある。腸管内に寄生するそれは現在ではプラジカンテルで駆虫され
る。以前はビチオノールとかザクロ皮が使われたが，通常の用量で副作用のほ
とんど無いこのプラジカンテルに優る駆虫薬はない。
気をつけねばならないのは，頭の部分（いわゆる頭節）が腸管壁に付着した
状態で残存してないか否かである。もし頭節部分が腸壁に付いて残っていると
頸部より再び体節が伸長してくる。駆虫してから約1ヶ月後に繰り返し糞便検
査を行い，もし虫卵陽性であれば再度投薬する必要がある。“駆虫された虫体
の頭節の確認が必要である”とよく語られる。しかしこれだけでは不十分であ
る。成虫が何匹寄生していたかが解らない以上，たとえ頭節が糞便中に確認で
きたとしても，まだそれ以外の頭節が腸壁に付着し残っているかもしれない。
なお，次のように，駆虫薬を用いない駆出方法もある。6）造影剤（ガストログ
ラフィン）は虫体の駆出の様子がよくわかる。Damaso de Rivas法も駆虫剤を
用いない方法である。すなわち，空腹時に十二指腸ゾンデで硫酸マグネシウ
ム，グリセリン，生理食塩水を順次注入することで駆虫せしめる。これは費用
を要さない方法でプラジカンテル入手が困難な状況下で適している。
［幼虫の処置］体内各所や組織内に寄生しているこの幼虫は外科的な摘出をま
ず試みる。除去しきれないものについては，効果はあまり期待できないかもし
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れないが，プラジカンテルなどの投与を一応試みる。本虫とは比較的近縁のエ
キノコックス（ただし条虫類の中でも，本虫は擬葉類，エキノコックスは円葉
類）にある程度の効果が認められるアルベンダゾールもそういう候補に入れて
よい。更にエキノコックスも人体の組織内各所に寄生する幼条虫である点も共
通している。
メベンダゾール，フルベンダゾール，ビチオノール，硫酸パロモマイシンの
ような薬剤は期待できないであろう。牧らの報告によると，実験感染させたマ
ウスにこれら4種の薬剤のいずれかを長期間投与し続けたが効果は認められな
かった。14）経口ルートでは，100mg/kg/日を200日間，皮下注射では100mg/kg/
日を25日間，連続の投与を行ったが，回収した虫体の数および重量について
差が認められなかった。すなわち寄生虫の宿主からの栄養吸収・代謝にも影響
はなさそうである。おそらくヒトでも期待薄であろう。やはり，他の薬剤を開
発する必要がある。
ま と め
日本，韓国，中国，タイ，ベトナム等東アジア，アメリカ南部などに見られ
る怖い寄生虫症のひとつにマンソン孤虫症がある。このマンソン孤虫とはゲテ
モノ食い（イカモノ料理）から感染する厄介なマンソン裂頭条虫の幼虫である。
現代の日本では，いわゆる「創作料理」を警戒すべき怖い世の中である。意味
の無いどころか極めて危険な民間に伝わる“療法”目的で，海外ではカエルの
皮膚・筋肉をヒト患部の皮膚に貼り付けていた結果，感染する例もある。感染
ルートで，湖沼遊泳時に，第一段階の中間宿主ケンミジンコがヒトの口から入
り感染することもある（すなわち，この場合ヒトは第二中間宿主的存在）。
この寄生虫はイヌ・ネコの腸管で成虫となるが，人体内でふつう成虫とはな
らないでプレロセルコイドとして寄生する（例外はある）。このプレロセルコ
イドがもたらす病害作用は決して小さくない。それどころか，この幼虫による
病害が極めて大きい。この幼虫がヒトに寄生すると，皮膚表面のいろいろなと
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ころに腫瘤（コブのようなもの）を形成し大きな病害作用をもたらす（遊走性
限局性皮膚腫脹）。この幼虫は腹壁，胸壁，鼠径部，頸部などの皮下の組織の
みならず体内の各所へも移行する。陰囊・脳・眼部にも侵入する。この移動は
顎口虫のそれに似ている。困難な陰囊手術，失明もありうる。とりかえしのつ
かない事態もおこりうる。社会・経済損失も決して小さくない。特に痛みを自
覚しない皮下寄生の程度であれば，まだ仕事も可能であるが，すぐさま手術を
うけるのが望ましい。迷入する臓器によっては大変厄介なことになりかねな
い。特に，頭に迷入して寄生した場合は大変である。
イヌ・ネコの腸管に寄生しているマンソン裂頭条虫の成虫から宿主糞便中に
虫卵が排出される。この虫卵内の幼虫が第一段階の中間宿主（第一中間宿主）
ケンミジンコ，第二中間宿主ヘビ・カエル等を経て終宿主のイヌ，ネコの腸管
内に成虫が寄生した状態になる。成虫の形は扁平で，その長さはイヌ・ネコの
腸管内にほぼ収まる1～2m程度までである。
その予防には，ヘビ・カエル等の肉は絶対的に生食しないことが重要であ
る。焼いたつもりであっても半生部分のヘビ肉，カエル肉があってはならな
い。早期発見・早期治療のポイントは，ゲテモノ（イカモノ）に関する食歴が
あれば担当医に明確に伝えること。“何か動くようなもの”（実は幼虫）が皮下
を這う様子があれば，これも診察医に伝えることが大切である。
成虫であれば優れた駆虫剤プラジカンテルの投与で駆出される。皮下を這っ
ている幼虫は早期に外科的に除去するのが最も重要である。皮下や脳などに寄
生して大きな病害作用をもたらすこの幼虫に対する治療法はまだ確立されてい
ないが，一応はプラジカンテルやアルベンダゾールの投与が試みられている。
しかし，完治は困難なようで優れた治療薬の開発が早急に望まれる。
［キーワード：イカモノ（如何物）・ゲテモノ（下手物）食い，難治性寄生蠕虫，
条虫，マンソン裂頭条虫・同幼虫（通称マンソン孤虫），治療薬未開発］
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